
11月２

０日、地

球の緑を

守る会 名古屋で設立１周年記
念 秋の集いが開催されました。

当日、事務所近くの野並コミュ

二ティーセンターで、長野より

高津代表理事を迎えて行いました。

多くの方の参加があり、盛況で

した。まず、最初名古屋支部 山

本より設立１周年記念の挨拶。続

いて地元を代表して、相生山町内

会会長の野村文彦氏より、来賓挨

拶。次に、今年度植樹に貢献して

くださった方々を表彰。高津代表

理事より粗品贈呈（地球の緑を守

る会ボールペンと絵葉書）。そし

て、受賞者１人１人のコメントを
い た だ

き ま し

た。

南 米

レ ダ に

４ ０ ０

本 の 森

を 寄 付

さ れ た

後 藤 夫

妻、月々

の引き落とし協力者の鈴木京一さ

ん始め、お寺の川北夫人など、数

名の方から報告がありました。又、

表彰後、司会者より参加者の主だっ
た方を紹介。

ティータイムでは、ヤマハの講

師によるサクソフォーンのミニコ

ンサート。素晴らしい演奏で、参

加者全員、うっとりと秋の名曲に

感動して聞いていました。

最後に「今、なぜ植樹なのか？」

ということで、高津代表理事より

「東日本大震災復興セミナー」と

いうテーマで、宮脇昭先生（横浜

国立大学名誉教授）の提案してい

る植樹による震災復興政策につい

て、説明され、名古屋に起こるか

もしれない地震、津波対策、自分

達の住んでいる土地の生命を守る

べき、植樹の必要性を力強く訴え

られました。参加された方は異口

同音に大変参考になったとの感想

でした。名古屋ではパンタナール

植樹と共に地域に密着した活動も
積極的に進めて行きたいと思って

います。（報告・山本 力雄）

２ ０ １

３ 年 以 降

の 地 球 温

暖化防止策について協議するため、

世界の約１９０カ国が南アフリカ

のダーバンに集まり国連気候変動

枠組み条約第１７回締約国会議

（ＣＯＰ１７）を閉幕しましたし

かしながら。13年に期限切れとな

る、京都議定書合意では、、CO2

排出が一番大きな、中国とアメリ

カに、削減の義務はなく、日本や

EUに偏った削減を求めるものとし
て、9日の閉会が延期されて、国

際的な合意が難しい状況のまま推

移しています。

来年のカレンダー

は、パラグアイ国

に対しての植樹ボ

ランティア

の活動。ま

た今年の3月

11日、東日

本大震災を

受 け て 、

「震災復興

祈念植樹祭」

を宮脇昭博
士と高津理

事長が、県

とともにし

た国内での

活動。春を

代表するき

れいなイペー

の花、川に

浮かぶホテ

イアオイ等

です。
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